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▲多賀城市立図書館の指定管理者の皆さん



令和８年度において重点的に取り組む事業の主な内容

 １　防災情報管理事業 �   3,864万円 
　災害から市民の皆様の生命と財産を守り、安心・
安全に暮らせるまちづくりを推進するため、避難
誘導標識、避難所案内図及び一時避難場所等標識
を更新し、迅速に避難行動を促す体制を整えるも
の。

 5　中央公園魅力創造事業�
 　　　　　　　 �   1億1,148万円 
　「公募設置管理制度（Park-PFI）」を活用して整
備を行ったスケートパークを中心とした施設を、
指定管理者である民間事業者のノウハウ等により
管理運営及び維持管理を実施するもの。

 2　健康診査事業 �   1億5,240万円 
　令和 7 年度から引き続き若年期から歯周病検診
を実施するとともに、40 歳未満の若年世代への
健康診査及び胃がん検診での胃内視鏡検査の追加
導入を実施するもの。

 7　総合治水対策事業 �   300万円 
　内水ハザードマップに示した浸水区域内の建物
所有者を対象に、浸水被害軽減のための支援とし
て止水板の設置や室外機の基礎嵩上げ等に対して
補助を実施するもの。

 6　公立保育所再編事業 �   856万円 
　志引保育所を八幡保育所へ統合し、新たに八幡
保育所を基幹保育所へ位置づけ、基幹保育所とし
ての機能を充実させるとともに、保育環境の改善
等を図るため、八幡保育所大規模改修工事を実施
するもの。

 3　学校ＩＣＴ整備事業 �  12億6,651万円 
　「ＧＩＧＡスクール構想第 2 期」を推進するた
めに学習用タブレット端末を更新し、教育情報基
盤再構築を図るもの。
　また、ＩＣＴ支援員及び地域おこし協力隊を配
置し、教職員及び子どもたちのＩＣＴ活用能力の
向上に取り組むもの。

 9　創業支援事業（多賀城みらい塾）�
 　　　　　　　 �   2,001万円 
　専門家等による創業に関する入門編的知識習得
のためのセミナーや、創業に向けた実践的知識習
得のためのスクールを開催するもの。さらに、創
業支援補助金を交付するとともに、創業前から創
業後まで、専門家等による切れ目ない適切な助言
等が受けられる体制を引き続き構築するもの。

 8　ゼロカーボンシティ推進事業�
　　　　　　　 �   1,593万円  
　カーボンニュートラルの実現を目指して、省エ
ネ家電の買換え支援、次世代自動車導入の支援及
び宅配便の再配達削減を促進するために置き配
ボックス等の支援を引き続き実施するとともに、
窓断熱改修の支援を実施するもの。

 4　市民文化創造推進事業�
 　　　　　　　 �   2,928万円 
　市民が主体となって次世代へ文化を紡ぐ「内発
的な創造」を促進するため、多賀城固有の歴史文
化資源に「ことば」や「映画」などのアートを掛
け合わせた新たな価値を生み出す文化プログラム
を継続し、若者の挑戦意欲向上につなげることを
目的としたファッションアワードを実施するもの。

 10　スポーツウェルネス施設整備事業�
　　　　　　　 �   5,814万円  
　令和 7 年 11 月に策定した「多賀城市スポーツ
ウェルネス施設整備基本構想」に基づき、たくさ
んの人たちに利用され、長く市民に愛される施設
を目指し、関係機関との調整や市民等からの意見
聴取をしっかりと行いながら、基本計画の策定な
ど、施設の整備に向けた検討を進めていくもの。
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　令和８年度当初予算の規模は、全会計の総額では、令和７年度当初予算と比
較して０．８％の減。一般会計予算においては、約５千万円の増額となり、過
去最大の規模となりました。

　一般会計予算増額の主な要因は、「ＧＩＧＡスクール構想第２期」を推進するために
教育情報基盤再構築及び学習用タブレット端末を更新すること、教職員及び児童生徒の
ＩＣＴ活用能力の向上のためＩＣＴ支援員及び地域おこし協力隊を配置することにより
事業費が大幅に増となったことが挙げられます。

令和８年度各会計予算

　会計の種類 令和 8 年度予算額 伸率 (％ )

一般会計 ３０５億６００万円 ０．２

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 ５５億８，３００万円 △１．６

後期高齢者医療 ９億７，４００万円 １０．８

介 護 保 険 ５３億５，２００万円 ５．９

小　　計 １１９億９００万円 ２．６

企
業
会
計

水 道 事 業 ２０億８，４９９万６千円 △５．１

下 水 道 事 業 ４４億５，１９７万５千円 △１２．６

小　　計 ６５億３，６９７万１千円 △１０．４

合　　　　　計 ４８９億５，１９７万１千円 △０．８

※伸率 (％ ) は、令和７年度当初予算との比較です。
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第１回定例会 (２月３日～３月６日開催 )結果
　今定例会では、条例９件、工事４件、予算１３件、その他４件の３０件の議案審議を行いました。

市長が提出した議案

1
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
令和８年６月３０日をもって任期満了となる佐藤 修子委員及び内海 喜久子委員を再任し、新たに武山 兵記氏を推
薦するため、議会の意見を求めるもの。

2
議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例について
人事院勧告に準拠した職員の給与改定を踏まえ、議長、副議長及びその他議員の報酬額について改定するもの。

3
市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例について
人事院勧告に準拠した職員の給与改定を踏まえ、市長及び副市長の給料の額を改定するもの。

4
教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に関する条例の一部を改正する条例について
人事院勧告に準拠した職員の給与改定を踏まえ、教育長の給料の額を改定するもの。

5
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について
人事院勧告に準拠した職員の給与改定を踏まえ、特別職の職員で非常勤のものの報酬額について改定するもの。

6
多賀城市損失補償契約に係る回収納付金を受け取る権利の放棄に関する条例について
経済状況の悪化等から事業再生を図る中小企業者等の一刻も早い再生に資するために、損失補償契約に係る回収納
付金を受け取る権利の放棄に関する適用対象を拡大するもの。

7
多賀城市道路占有料等条例等の一部を改正する条例について
道路法施行令の一部を改正する政令の施行に伴い、国道の道路占有料の額の改定が行われることから、所要の改正
を行うもの。

8
多賀城市営住宅条例の一部を改正する条例について
市営住宅の共用部分及び共同施設の維持管理を市が実施できる仕組みを設けること及び市営大代住宅の用途廃止を
受け、条例の一部を改正するもの。

9
市道路線の認定について
都市計画法に基づく開発行為により築造され、本市に帰属された道路６路線を市道として認定するもの。

10
工事請負変更契約の締結について（令和６年度多賀城市庁舎耐震対策等事業エントランス棟増築（建築）工事）
契約金額を増額する必要が生じたことから、工事変更契約を締結するもの。

11
工事請負変更契約の締結について（令和６年度多賀城市庁舎耐震対策等事業エントランス棟増築（電気設備）工事）
契約金額を減額する必要が生じたことから、工事請負変更契約を締結するもの。

12
工事請負変更契約の締結について（令和６年度多賀城市庁舎耐震対策等事業エントランス棟増築（機械設備）工事）
契約金額を増額する必要が生じたことから、工事請負変更契約を締結するもの。

13
多賀城市母子健康センター条例を廃止する条例について
市庁舎エントランス棟の完成に伴い、母子健康センターを庁舎内に移転するに当たり、廃止するもの。

14
工事請負変更契約の締結について（令和７年度山王小学校校舎長寿命化改良等（建築）工事（第３期））
契約金額を増額する必要が生じたことから、工事請負変更契約を締結するもの。

15
多賀城市介護保険条例の一部を改正する条例について
令和７年度税制改正により所得額算定方法が変更となることを受け、条例の一部を改正するもの。

16
訴えの提起について（多賀城市営住宅新田住宅の明渡し等の請求）
家賃未払いとなっている元入居者に対し、住宅明渡しの訴えを提起するもの。

17
専決処分の承認を求めることについて（令和７年度多賀城市一般会計補正予算（第６号））
令和８年１月２３日に衆議院が解散され、衆議院議員総選挙が執行されることになったため、議会の承認を求める
もの。

18
令和７年度多賀城市一般会計補正予算（第７号）
歳出は、定額減税不足額給付金給付事業の減額補正及び施設型給付費等支給事業の増額。歳入は、物価高騰対応重
点支援地方創生臨時交付金の減額補正及び施設型給付費等負担金の増額。

19
令和７年度多賀城市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
歳出は、高額療養費給付事業の増額。歳入は、高額療養費に係る普通交付金の増額。

20
令和７年度多賀城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）
歳出は、後期高齢者医療広域連合納付金の増額。歳入は、後期高齢者医療保険料の増額。
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●委員会付託・審査結果
〔2 ～ 12〕…総務産業常任委員会 ( 可決 )　　 〔13・14〕…文教厚生常任委員会 ( 可決 )　　 〔17 ～ 29〕…予算特別委員会 ( 承認、可決 )　

第１回定例会　表決一覧
各議員が出した結論は

案
件
の
番
号

自由民主党 日本共産党 公明党 未来 多 市 新 審議結果

大　
内　
裕　
太

大　
場　
和　
晃

本　
間　
　
　
圭

千　
葉　
文　
昭

佐　
藤　
雅　
博

森　
　
　
長
一
郎

鈴　
木　
新
津
男

峪　
　
　
道　
子

伊　
藤　
真　
弓

中　
田　
定　
行

阿　
部　
正　
幸

齋　
藤　
裕　
子

根　
本　
朝　
栄

池　
田　
　
　
純

板　
橋　
惠　
一

昌　
浦　
泰　
已

竹　
谷　
英　
昭

米　
澤　
ま
き
子

議案 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※

意見なし同意

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × 原案可決

3 ～ 16 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

17 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

18 ～ 23 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

24 ～ 27 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

28 ～ 30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
表示の説明　賛成は「○」　反対は「×」　欠席は「欠」
※ 米澤議長は公正中立の立場から表決に加わらず、無会派になります。
会派名　自由民主党＝自由民主党多賀城市議団　日本共産党＝日本共産党多賀城市議団
　　　　公明党＝公明党多賀城市議団　未来＝多賀城の未来を照らす会　多＝多賀城市民の会　市＝市民クラブ　新＝新世紀クラブ

21
令和７年度多賀城市介護保険特別会計補正予算（第４号）
歳出は、介護保険システム管理事業の増額。歳入は、介護保険システム改修費補助金の増額。

22
令和７年度多賀城市水道事業会計補正予算（第３号）
収益的支出は、企業債利息の増額。収益的収入は、預金利息の増額。

23
令和７年度多賀城市下水道事業会計補正予算（第４号）
資本的支出は、配水管整備事業に係る工事費の増額。資本的収入は、配水管整備事業債の増額。

24 令和８年度多賀城市一般会計予算
25 令和８年度多賀城市国民健康保険特別会計予算
26 令和８年度多賀城市後期高齢者医療特別会計予算
27 令和８年度多賀城市介護保険特別会計予算
28 令和８年度多賀城市水道事業会計予算
29 令和８年度多賀城市下水道事業会計予算

30
令和７年度多賀城市一般会計補正予算（第８号）
歳出は、中央公園魅力創造事業及び生活交通ネットワーク維持事業の増額。歳入は、地域未来交付金地域未来推進
型及び公園整備事業債の増額。

 ◎請願

 ◎陳情

　なし

　●農業委員会への女性農業委員の登用促進について
　●�東京都新宿区において顕在化した事例を受けて、政党機関紙の庁舎内勧誘行為に関する早期の

実態把握と再発防止を求める陳情
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賛成・反対討論令和8年度予算

賛成

賛成賛成

反対多賀城の未来を照らす会
池田　　純

公明党多賀城市議団
　阿部　正幸

自由民主党多賀城市議団
　佐藤　雅博　

日本共産党多賀城市議団
中田　定行

「未来への道筋を
� 示す予算」

「現状と将来を考えた
� グッドバランス予算」

「不易流行の理念」のもと、
限りある行財政資源を最大
限の効果を発揮させる予算

「市民の命とくらしを
� 守る予算を求める」

■一般会計
●市総合計画の後期計画初年度となるが、前期

計画の５年間の成果を今後５年間につなげて
いくほか、課題を再定義し、次の５年間で解
決していくための事業が各分野でバランスよ
く計上されている。

●特に、昨年１０月１日の大雨により市内に大
きな被害を受けたことから、止水板の購入等
に対する補助等の事業を新規実施すること
や、未来への投資として、小学校の給食費の
無償化や４０歳未満の健康診査等を新規実施
することを評価。

■一般会計
●限りある行財政資源を最大限に活用・発揮さ

せ目下の行政課題解決に向け鋭意取り組む意
思が示された適切な予算。

●地域資源を開花させるべく文化・芸術・観光
に力を結集し後世に継承していくための体制
強化と事業強化に注力する予算。

●長く続く物価高騰対策・多発する浸水災害対
策・教育の未来を切り開く教育 DX・ネクス
トギガ（児童・生徒・教職員の学習用タブレッ
ト端末の更新）への対応予算。

■一般会計
●将来都市像として掲げた「日々のよろこび　

ふくらむまち　史都　多賀城」を実現するた
め、全会計総額４８９億５,１９７万1千円の
予算となった。

●物価高騰の影響を受けている学校給食の食材
費については、物価上昇額を補助する取り組
みを評価し、更に、一般質問で要望したが、
すべての市民へ現金 5,500 円支給と、みや
ぎポイント 3,000 円分付与の取り組みは、
大いに評価する。

●深谷市長が公約に掲げた「日本で一番暮らし
やすいまちづくり」の実現を目指し、市長の
リーダーシップを如何なく発揮され、まちづ
くりが、大きく前進することを期待し、賛成
とする。

■一般会計
●物価高騰対策のみやぎポイント支給は、スマ

ホやマイナカードを持たない人は受け取るこ
とができないため、不公正である。

●小学校に限らず中学校給食無償化の実現を。
●市営住宅の用途廃止の見直しを求める。
●市長公用車の購入金額が市民感覚からすると

高額であり、賛成できない。

■特別会計
●国保・後期高齢者医療・介護保険の保険料が

引き上げられ、生活を圧迫している。制度改
革と国費負担増を国に求めるべきである。

※各議員の討論全文をご覧になりたい方は、
　こちらのＱＲコードから。
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公
明
党

齋
藤
　
裕
子
議
員

❶
子
ど
も
の
自
殺
防
止

❷
保
育
所
に
お
け
る
サ
ブ
ス
ク
リ
プ

シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
導
入

❸
木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助
拡
大
の
取

り
組
み

　
　
　
　
子
ど
も
の
心
の
健
康
の
充
実

に
取
り
組
み
、
大
切
な
命
を

守
っ
て
い
く
た
め
の
教
育
現
場
で
の
自

殺
防
止
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

　
　
　
　
本
市
の
学
校
現
場
で
は
、
状

況
に
応
じ
、
心
の
変
化
を
丁
寧

に
把
握
し
、
面
談
を
通
じ
て
悩
み
や
不

安
を
早
期
に
捉
え
る
体
制
を
整
え
て
い

る
。

　
　
　
　
保
護
者
が
安
心
し
て
預
け
ら

れ
る
環
境
整
備
と
保
育
士
の
負

担
軽
減
に
、
本
市
保
育
所
に
お
け
る
お

む
つ
等
の
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
を
導

入
す
る
考
え
を
伺
う
。

　
　
　
　
サ
ブ
ス
ク
導
入
の
効
果
、
課

題
を
踏
ま
え
、
保
護
者
の
ニ
ー

ズ
等
を
丁
寧
に
伺
う
と
と
も
に
保
育
現

場
と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
検
討
し
て

い
く
。

　
　
　
　
❶
宮
城
県
が
木
造
住
宅
の
耐

震
改
修
補
助
の
新
耐
震
基
準

（
昭
和
56
年
か
ら
平
成
12
年
ま
で
）
を

問1答1問2答2問3

拡
大
し
た
。
本
市
の
拡
充
の
取
り
組
み

は
。
❷
耐
震
改
修
補
助
制
度
の
利
用
促

進
に
、
申
請
者
は
耐
震
工
事
費
用
か
ら

補
助
金
額
分
を
差
し
引
い
た
実
費
額
の

み
を
支
払
う
「
住
宅
耐
震
補
助
金
代
理

受
領
制
度
」
導
入
の
考
え
は
。

　
　
　
　
❶
本
市
で
は
、
耐
震
診
断
及

び
耐
震
改
修
に
係
る
費
用
の
一

部
を
助
成
す
る
耐
震
改
修
促
進
事
業
を

実
施
し
て
き
た
が
、
県
に
合
わ
せ
、
対

象
範
囲
を
広
げ
て
い
き
た
い
。
❷
全
国

の
自
治
体
で
実
施
し
て
い
る
実
績
が
あ

り
、
現
在
実
践
事
例
を
参
考
に
し
な
が

ら
制
度
設
計
に
着
手
し
て
い
る
。
耐
震

改
修
促
進
事
業
の
拡
大
と
共
に
令
和
８

年
度
か
ら
取
り
組
む
予
定
と
し
て
い
る
。

答3

▲

宮
城
県
の
一
部
補
助
金
の
お
知
ら
せ

一
般
質
問

　
　
　
　
一
般
質
問
と
は
、
ど
の
よ
う

な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市

の
一
般
事
務
に
つ
い
て
、
市
長

に
直
接
質
問
し
、
考
え
方
や
今
後
の
取

り
組
み
を
尋
ね
る
場
で
す
。
多
賀
城
市

議
会
会
議
規
則
で
は
、「
議
員
は
、
市

の
一
般
事
務
に
つ
い
て
質
問
で
き
る
こ

と
」「
質
問
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ

め
質
問
の
要
旨
を
文
書
で
議
長
に
通
告

す
る
こ
と
」
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

一
般
質
問
で
は
、
ど
ん
な
こ

と
を
質
問
す
る
の
で
す
か
。

　
　
　
　
選
挙
中
の
公
約
や
市
民
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
声
を
も
と
に
、
各

質
問
者
が
質
問
事
項
を
決
め
ま
す
。
質

問
内
容
は
「
〇
〇
道
路
の
整
備
に
つ
い

て
」、「
引
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て
」

等
、
福
祉
・
教
育
、
都
市
計
画
、
環
境

問
題
、
農
業
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

議
員
は
自
分
の
問
題
意
識
や
専
門
分
野
、

市
民
の
声
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
質
問
内

容
を
決
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
議
場
で
は
ど
の
よ
う
に
一
般

質
問
が
行
わ
れ
る
の
で
す
か
。

　
　
　
　
質
問
者
は
登
壇
し
て
、
質
問

の
要
旨
を
述
べ
ま
す
。
そ
の
後
、

問1答1問2答2問3答3

市
長
や
教
育
長
が
登
壇
し
て
答
弁
を
し

ま
す
。
回
答
を
聞
い
た
後
、
質
問
者
は

再
質
問
が
で
き
ま
す
。
再
質
問
に
対
し
、

市
長
の
指
名
に
よ
り
担
当
部
局
が
答
え

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
一
般
質
問
の
順
番
は
、
ど
の

よ
う
に
決
ま
る
の
で
す
か
。

　
　
　
　
本
市
で
は
、
議
長
あ
て
に
通

告
書
を
提
出
し
た
後
に
、
議
会

事
務
局
で
く
じ
を
引
き
、
く
じ
の
番
号

が
小
さ
い
順
に
議
員
が
質
問
を
行
い
ま

す
。

　
　
　
　
議
会
で
の
質
問
時
間
の
制
限

は
あ
り
ま
す
か
。

　
　
　
　
本
市
の
制
限
時
間
は
、
答
弁

を
含
め
１
人
１
時
間
で
す
。
短

く
な
る
の
は
構
い
ま
せ
ん
が
、
制
限
時

間
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
傍
聴
は
自
由
に
で
き
ま
す
か
。

　
　
　
　
ど
な
た
で
も
自
由
に
傍
聴
い

た
だ
け
ま
す
。
議
員
の
活
動
や

市
の
取
り
組
み
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
市
庁
舎
３

階
の
議
会
事
務
局
で
手
続
き
を
し
て
か

ら
、
５
階
の
議
場
傍
聴
席
に
お
進
み
く

だ
さ
い
。

問4答4問5答5問6答6
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議
員

議
員

大
場
　
和
晃

市
民
ク
ラ
ブ

昌
浦
　
泰
已

●
市
長
の
施
政
方
針
か
ら

　
　
　
　
市
長
の
施
政
方
針
を
聞
い
て
、

特
に
重
点
的
に
質
問
し
た
い
と

思
っ
た
２
点
を
取
り
上
げ
る
。
特
に
配

慮
が
必
要
な
方
の
個
別
避
難
計
画
の
策

定
は
究
極
の
被
災
防
止
策
で
あ
る
。
世

の
中
で
一
番
の
弱
者
は
子
ど
も
た
ち
だ
。

子
ど
も
計
画
等
策
定
事
業
は
様
々
な
子

ど
も
に
関
す
る
計
画
を
一
本
化
す
る
計

画
策
定
の
事
業
で
あ
る
た
め
、
質
問
し

た
。
❶
市
長
は
災
害
時
、
特
に
配
慮
が

必
要
な
方
の
個
別
避
難
計
画
の
策
定
を

早
急
に
進
め
て
い
く
と
述
べ
ら
れ
た
。

令
和
８
年
度
は
計
画
の
策
定
は
ど
こ
ま

で
の
進
捗
を
想
定
さ
れ
て
い
る
か
。
❷

子
ど
も
計
画
等
策
定
事
業
に
つ
い
て
、

令
和
８
年
度
は
ど
こ
ま
で
の
進
捗
を
想

定
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
❶
市
民
へ
の
周
知
や
避
難
支

援
者
の
理
解
促
進
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
通
じ
て
、
個
別
避
難
計
画

の
実
効
性
を
高
め
、
災
害
時
に
要
支
援

問答

者
の
避
難
支
援
の
可
能
性
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

共
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
❷
令
和
８
年

度
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
基
に
、

計
画
素
案
の
取
り
ま
と
め
、
議
員
へ
の

説
明
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
、

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
で
の
諮
問
・
答

申
を
経
て
、
令
和
８
年
度
内
に
計
画
を

策
定
・
公
表
し
、
令
和
９
年
４
月
の
施

行
を
目
標
と
し
て
準
備
を
進
め
て
い
く
。

自
由
民
主
党

❶
消
防
団
第
５
分
団
・
第
６
分
団
ポ
ン

プ
車
置
き
場
の
立
地
と
津
波
浸
水
想

定
へ
の
対
応
に
つ
い
て

❷
津
波
注
意
報
・
警
報
発
表
時
に
お
け

る
避
難
行
動
に
つ
い
て

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
交
通
渋
滞
が
発
生
す
る
こ
と

で
命
を
危
険
に
さ
ら
す
リ
ス
ク

を
さ
ら
に
高
め
て
し
ま
う
要
因
に
な
る

も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
渋
滞
緩
和
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
本
市

だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
部
分
も
あ

る
た
め
、
引
き
続
き
県
や
国
な
ど
と
連

携
し
な
が
ら
対
応
に
努
め
る
。

答2

　
　
　
　
❶
消
防
団
の
機
能
を
確
実
に

維
持
す
る
た
め
に
は
、
よ
り
安

全
な
場
所
へ
の
移
転
も
選
択
肢
と
し
て

検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解

を
伺
う
。
❷
移
転
す
る
に
あ
た
り
、
何

が
課
題
か
。

　
　
　
　
❶
津
波
浸
水
想
定
区
域
内
に

あ
る
第
５
分
団
及
び
第
６
分
団

を
浸
水
区
域
外
へ
移
転
さ
せ
る
こ
と
は

必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
本
市

消
防
団
が
機
能
的
に
活
動
で
き
る
よ
う

体
制
を
整
備
す
る
た
め
に
も
引
き
続
き

検
討
し
て
い
く
。
❷
第
５
分
団
は
管
轄

区
域
の
大
半
が
、
第
６
分
団
は
管
轄
区

域
の
半
分
以
上
が
津
波
浸
水
想
定
区
域

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
分
団
と

も
長
期
的
に
安
定
し
て
消
防
団
活
動
が

で
き
る
土
地
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

課
題
で
あ
る
。

　
　
　
　
徒
歩
避
難
を
原
則
と
し
て
周

知
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

実
際
に
は
車
避
難
が
多
く
渋
滞
が
発
生

し
て
い
る
現
状
に
つ
い
て
、
市
は
ど
の

問1答1問2

▶
令
和
８
年
度
施
政
方
針

▶
第
６
分
団
ポ
ン
プ
場
（
右
）
と
第
５
分
団

ポ
ン
プ
場
（G

oogle M
ap

か
ら
）

定例会　一般質問
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議
員

議
員

❶
胃
が
ん
検
診
内
視
鏡
検
査
に
つ
い
て

❷
文
化
セ
ン
タ
ー
内
に
点
字
誘
導
ブ

ロ
ッ
ク
及
び
階
段
等
に
警
告
ブ
ロ
ッ

ク
を
敷
設
す
る
こ
と
に
つ
い
て

❶
学
校
給
食
の
「
無
償
化
」
に
つ
い
て

❷
多
賀
城
市
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

❸
市
役
所
の
開
庁
時
間
変
更
に
つ
い
て

　
　
　
　
令
和
８
年
度
実
施
の
胃
が
ん

内
視
鏡
検
査
に
つ
い
て
。
❶
対

象
年
齢
50
歳
以
上
、
受
診
間
隔
を
隔
年

と
し
た
理
由
は
何
か
。
受
診
翌
年
は
バ

リ
ウ
ム
検
査
も
で
き
な
い
の
は
何
故
か
。

❷
自
己
負
担
額
を
50
～
69
歳
５
，１
０
０

円
、
70
歳
以
上
１
，７
０
０
円
と
し
た

根
拠
は
な
ぜ
か
。

　
　
　
　
❶
厚
生
労
働
省
が
科
学
的
根

拠
に
基
づ
き
定
め
る
「
が
ん
予

防
重
点
健
康
教
育
及
び
が
ん
検
診
実
施

の
た
め
の
指
針
」
で
、
対
象
者
を
50
歳

以
上
、
受
診
間
隔
を
２
年
に
１
回
、
胃

内
視
鏡
検
査
を
受
診
し
た
翌
年
は
胃

エ
ッ
ク
ス
線
検
査
を
受
診
で
き
な
い
と

し
て
い
る
。
❷
本
来
は
全
額
自
己
負
担

額
と
な
る
が
、
多
く
の
市
民
が
継
続
的

に
受
診
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
医

療
保
険
の
区
分
や
年
齢
等
に
応
じ
た
自

己
負
担
割
合
を
勘
案
し
て
定
め
た
。

　
　
　
　
文
化
セ
ン
タ
ー
内
に
点
字
誘

導
ブ
ロ
ッ
ク
等
が
な
い
た
め
視

問1答1問2

覚
障
害
者
が
階
段
か
ら
転
落
し
負
傷
し

た
。「
点
字
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
等
を
敷
設

し
て
」
と
の
視
覚
障
害
者
か
ら
の
要
望

に
、
回
答
は
「
今
後
の
改
修
工
事
の
際

に
行
う
予
定
な
の
で
し
ば
ら
く
待
っ

て
」
と
い
う
も
の
。
実
際
に
事
故
が
起

き
て
お
り
、
安
全
確
保
の
た
め
に
早
急

に
対
策
を
と
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
い

か
が
か
。

　
　
　
　
点
字
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
今

後
の
改
修
工
事
実
施
時
に
敷
設

す
る
予
定
。
工
事
時
期
は
調
整
中
の
た

め
、
職
員
に
よ
る
案
内
体
制
を
強
化
し
、

安
心
し
て
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め

る
。 答2

中
田
　
定
行

日
本
共
産
党

伊
藤
　
真
弓

日
本
共
産
党

　
　
　
　
令
和
８
年
度
小
学
校
給
食
に

対
し
、
国
の
「
負
担
軽
減
交
付

金
」
が
示
さ
れ
、
保
護
者
負
担
が
な
い
。

中
学
校
の
保
護
者
負
担
を
な
く
し
、
学

校
給
食
の
「
無
償
化
」
と
な
る
よ
う
予

算
措
置
を
求
め
る
。

　
　
　
　
中
学
校
給
食
費
に
つ
い
て
は
、

市
独
自
で
無
償
化
を
行
う
に
は

多
額
の
財
源
が
必
要
で
あ
り
、
国
に
よ

る
制
度
的
支
援
が
不
可
欠
と
考
え
る
。

令
和
９
年
度
以
降
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
は
、
国
の
制
度
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　

ス
マ
ホ
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
持
た
な
い
人
は
、
み

や
ぎ
ポ
イ
ン
ト
を
受
け
取
れ
な
い
。
不

公
平
を
な
く
す
た
め
に
受
け
取
れ
な
い

人
に
は
、
５
，５
０
０
円
の
現
金
支
給

に
増
額
し
て
３
，０
０
０
円
を
支
給
で

き
な
い
か
。

　
　
　
　
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て

い
る
市
民
に
迅
速
に
対
応
す
る

こ
と
に
重
点
を
置
き
、
地
域
経
済
の
活

性
化
及
び
デ
ジ
タ
ル
化
の
普
及
推
進
を

目
的
の
一
つ
と
し
て
い
る
た
め
、
み
や

問1答1問2答2

ぎ
ポ
イ
ン
ト
相
当
分
の
増
額
を
支
給
す

る
考
え
は
な
い
。

　
　
　
　
１
月
か
ら
市
役
所
の
開
庁
時

間
短
縮
の
試
験
導
入
を
行
っ
て

い
る
。
開
庁
時
間
変
更
に
よ
り
時
間
内

に
来
庁
で
き
な
い
人
の
た
め
、
電
話
や

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
事
前
に
受
付
を
し

て
対
応
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
適
切
か
つ
円
滑
な
業
務
の
実

施
を
掲
げ
て
お
り
、
開
庁
時
間

外
を
前
提
に
し
た
対
応
は
考
え
て
い
な

い
。 問3答3

▲市役所窓口に設置した開庁時間変更の
　お知らせ

定例会　一般質問第1回
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議
員

議
員

は
行
っ
て
い
な
い
。
❸
状
況
の
変
化
に

応
じ
て
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

　
　
　
　

❶
「
多
賀
城
市
ス
ポ
ー
ツ

ウ
ェ
ル
ネ
ス
施
設
整
備
基
本
計

画
策
定
支
援
業
務
」
の
進
め
方
に
つ
い

て
。
❷
ど
の
よ
う
な
観
点
で
プ
ー
ル
機

能
を
合
築
か
別
棟
に
す
る
か
決
定
す
る

の
か
。

　
　
　
　

❶
９
月
に

基
本
計
画
を

策
定
で
き
る
よ
う
、
関

係
団
体
や
市
民
と
の
意

見
交
換
や
企
業
等
と
の

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど

を
行
う
。
❷
建
設
や
維

持
管
理
の
コ
ス
ト
面
、

体
育
館
と
プ
ー
ル
の
往

来
の
し
や
す
さ
な
ど
利

用
者
目
線
で
の
利
便

性
、
プ
ー
ル
を
民
設
民

営
に
す
る
か
等
の
観
点

で
総
合
的
に
判
断
す

る
。 問3答3

●�

市
民
と
現
場
の
声
に
こ
た
え
る
介
護

体
制
の
充
実
を

　
　
　
　
市
民
の
知
る
権
利
の
保
障
と

情
報
公
開
の
一
層
の
推
進
を
求

め
つ
つ
、
行
政
コ
ス
ト
と
受
益
者
負
担

の
観
点
か
ら
以
下
質
問
す
る
。
❶
権
利

の
濫
用
と
解
さ
れ
る
よ
う
な
著
し
く
不

適
正
な
開
示
請
求
に
対
し
、
当
該
請
求

を
却
下
で
き
る
よ
う
多
賀
城
市
情
報
公

開
条
例
に
規
定
を
設
け
る
べ
き
で
は
。

❷
開
示
請
求
に
対
し
、
手
数
料
を
徴
収

す
べ
き
で
は
。

　
　
　
　
❶
❷
他
自
治
体
の
事
例
等
を

参
考
に
し
て
検
討
を
進
め
て
い

く
。

　
　
　
　
❶
令
和
７
年
度
の
検
討
状
況

に
つ
い
て
。
❷
保
護
者
へ
の
検

討
状
況
の
説
明
に
つ
い
て
。
❸
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
❶
令
和
７
年
度
は
検
討
会
議

を
開
催
し
て
い
な
い
。
東
北
学

院
大
学
工
学
部
跡
地
の
開
発
計
画
公
表

後
に
検
討
を
進
め
る
。
❷
方
向
性
や
結

論
が
未
確
定
の
た
め
保
護
者
へ
の
説
明

問1答1問2答2

峪
　
　
道
子

❶
情
報
公
開
の
在
り
方
に
つ
い
て

❷
学
区
再
編
に
つ
い
て

❸�

ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
施
設
に
つ
い
て

池
田
　
純

多
賀
城
の
未
来
を
照
ら
す
会

　
　
　
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待

機
者
が
県
内
約
１
万
３
千
人
、

市
内
で
も
１
０
０
人
超
の
実
態
を
踏
ま

え
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
市
が
主

体
的
に
整
備
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
建
設

費
補
助
の
拡
充
を
国
・
県
へ
働
き
か
け

ら
れ
た
い
。

　
　
　
　
入
所
待
機
者
等
に
対
応
す
る

た
め
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

１
カ
所
１
０
０
床
を
公
募
し
て
い
る
が
、

応
募
は
な
い
。
応
募
が
あ
っ
た
際
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
開
設
や
整
備
に
関
す

る
予
算
は
、
令
和
８
年
度
も
計
上
し
て

い
る
。
建
設
費
補
助
の
拡
充
は
、
全
国

市
長
会
及
び
宮
城
県
市
長
会
に
お
い
て

要
望
し
て
い
る
。

　
　
　
　
介
護
現
場
の
早
急
な
改
善
の

た
め
実
態
把
握
を
強
め
、
市
独

自
支
援
を
検
討
さ
れ
た
い
。
あ
わ
せ
て
、

現
場
の
声
を
要
望
や
計
画
へ
具
体
的
に

反
映
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　
運
営
推
進
会
議
や
介
護
保
険

法
に
基
づ
く
運
営
指
導
の
際
に

各
事
業
所
に
職
員
が
出
向
き
、
実
情
等

問1答1問2答3

を
聞
い
て
い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
状

況
の
把
握
に
努
め
る
。
支
援
及
び
人
材

確
保
は
、
市
独
自
で
は
な
く
、
国
、
県

で
取
り
組
む
べ
き
も
の
と
し
て
要
望
や

提
言
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し

続
け
た
い
と
い
う
市
民
の
願
い

に
応
え
、
待
機
者
対
策
や
在
宅
支
援
を

盛
り
込
ん
だ
実
効
性
あ
る
計
画
と
さ
れ

た
い
。

　
　
　
　
今
後
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
分

析
を
行
う
と
共
に
、
有
識
者
や

市
民
を
含
む
関
係
者
等
の
意
見
を
反
映

し
本
市
の
実
態
に
即
し
た
計
画
を
策
定

す
る
。

問3答3

日
本
共
産
党

▶
多
賀
城
市
高
齢
者
福
祉
計
画

　
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画

▲スポーツウェルネス施設基本理念（メインコンセプト）

定例会　一般質問
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議
員

議
員

❶
南
門
等
周
辺
整
備
に
つ
い
て

❷
不
登
校
・
心
の
ケ
ア
等
の
対
策
に
つ

い
て

❸
市
民
ホ
ー
ル
の
活
用
に
つ
い
て

●
行
政
及
び
教
育
分
野
に
お
け
る
Ａ
Ｉ

（
人
工
知
能
）
の
活
用
に
つ
い
て

　
　
　
　
❶
市
道
新
田
浮
島
線
に
よ
り

分
断
さ
れ
て
い
る
南
門
と
政
庁

南
大
路
の
連
続
性
の
確
保
お
よ
び
付
近

の
電
線
の
地
中
化
に
つ
い
て
。
❷
国
宝

多
賀
城
碑
の
風
化
等
に
伴
う
保
存
に
つ

い
て
。
❸
南
門
周
辺
に
あ
る
大
路
両
脇

の
側
溝
を
渡
る
た
め
に
設
置
し
て
あ
る

擬
木
製
側
溝
蓋
の
整
備
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
❶
有
識
者
や
地
域
住
民
と
意

見
交
換
を
行
い
、
連
続
性
の
確

保
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

電
線
の
地
中
化
は
文
化
庁
や
宮
城
県
と

連
携
を
図
り
、
歴
史
的
景
観
を
損
な
う

こ
と
の
な
い
史
跡
整
備
を
進
め
る
。
❷

石
碑
の
破
損
等
異
常
が
な
い
か
、
毎
日

確
認
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
継
続
す
る
。
❸
風
合
い
や
意

匠
を
損
う
こ
と
な
く
降
雨
、
降
雪
時
に

滑
り
を
抑
え
る
手
立
て
を
検
討
し
て
い

る
。

　
　
　
　
メ
タ
バ
ー
ス
（
仮
想
空
間
）

を
活
用
し
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
。

　
　
　
　
民
間
の
メ
タ
バ
ー
ス
活
用
事

業
な
ど
を
選
択
肢
の
１
つ
と
し

問1答1問2答2

て
、
保
護
者
や
児
童
生
徒
へ
情
報
提
供

を
行
う
。

　
　
　
　
６
月
に
供
用
開
始
に
な
る
市

民
ホ
ー
ル
で
、
障
害
者
施
設
の

就
労
支
援
に
伴
う
物
販
の
継
続
及
び
コ

ン
サ
ー
ト
の
開
催
及
び
市
内
小
中
学
校

等
に
よ
る
展
示
や
発
表
な
ど
が
で
き
る

よ
う
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
障
害
者
施
設
の
就
労
支
援
の

物
販
や
市
内
小
中
学
校
等
の
展

示
活
動
、
各
部
署
や
関
連
団
体
等
が
行

う
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
市
が
主
体

と
な
る
事
業
や
取
り
組
み
の
た
め
に
活

用
し
て
い
く
。

問3答3

阿
部
　
正
幸

公
明
党

　
　
　
　
全
国
の
自
治
体
に
お
い
て
業

務
の
効
率
化
や
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
目
的
と
し
て
Ａ
Ｉ
の
活
用
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
市
の
自
治
体

業
務
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
活
用
の
現
状
と
将

来
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
市
民
向
け
の
取
り
組
み
と
し

て
、
令
和
８
年
１
月
６
日
に
運

用
を
開
始
し
た
「
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ

ト
」
を
利
用
す
る
こ
と
で
知
り
た
い
情

報
の
概
要
を
把
握
し
、
詳
細
な
情
報
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
職
員
向
け

に
は
、「
コ
パ
イ
ロ
ッ
ト
チ
ャ
ッ
ト
」

を
導
入
し
、
文
書
作
成
や
企
画
等
で
活

用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
今
後
は

会
議
録
等
が
作
成
で
き
る
よ
う
な
生
成

Ａ
Ｉ
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
　
生
徒
の
学
び
の
個
別
最
適
化

や
教
職
員
の
業
務
の
効
率
化
を

目
的
と
し
て
Ａ
Ｉ
の
活
用
が
進
め
ら
れ

て
い
る
が
、
本
市
の
教
育
現
場
に
お
け

問1答1問2

る
Ａ
Ｉ
活
用
の
現
状
と
将
来
の
方
向
性

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
市
内
各
小
中
学
校
で
は
、
児

童
生
徒
の
習
熟
度
等
に
応
じ
、

問
題
を
提
供
し
て
く
れ
る
「
Ａ
Ｉ
ド
リ

ル
」
を
試
験
的
に
導
入
し
て
い
る
。
教

科
書
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
多
角
的
な

視
点
に
気
づ
い
た
り
す
る
際
に
使
用
し

て
い
る
。
ま
た
、
教
職
員
は
事
務
作
業

の
効
率
化
を
目
的
に
使
用
を
始
め
て
い

る
。
今
後
は
子
ど
も
た
ち
自
身
が
Ａ
Ｉ

の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
理
解
し

た
上
で
、
適
切
に
使
い
こ
な
せ
る
よ
う

に
指
導
し
て
い
く
。

答2

千
葉
　
文
昭

自
由
民
主
党

▲�側溝を渡るために設置してある擬木
製側溝蓋

定例会　一般質問第1回



　
　
　
市
長
等
の
給
料
額
改
定
が
約

30
年
ぶ
り
、
議
員
等
の
報
酬

額
改
定
は
３
年
連
続
と
な
る
が
そ
の

要
因
は
。本

市
で
は
、
市
長
等
に
つ
い

て
は
国
家
公
務
員
の
指
定
職

俸
給
表
改
定
率
、
議
員
等
に
つ
い
て

は
国
家
公
務
員
の
一
般
職
俸
給
表
改

定
率
を
加
味
し
、
そ
の
累
積
と
地
域

手
当
相
当
分
を
加
算
し
た
率
が
プ
ラ

ス
マ
イ
ナ
ス
1
％
以
上
に
な
っ
た
場

合
、
給
料
額
等
を
改
定
す
る
考
え
と

し
て
い
る
が
、
国
家
公
務
員
の
指
定

職
俸
給
表
改
定
率
が
一
般
職
俸
給
表

改
定
率
よ
り
低
い
こ
と
が
主
な
要
因

で
あ
る
。

　
　
　
３
年
連
続
の
議
員
報
酬
の
増

額
改
定
の
状
況
を
鑑か

ん
が

み
る

と
、
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
1
％
と
い
う

報
酬
額
改
定
の
基
準
を
変
更
す
る
必

質答質

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
官
民
あ
げ
て
の
急
激
な
賃
金

の
上
昇
に
よ
り
、
こ
こ
２
年

間
の
人
事
院
勧
告
の
改
定
率
が
高
い

が
、
長
期
的
に
は
毎
年
1
％
未
満
の

改
定
率
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
な

お
、
現
在
の
報
酬
額
改
定
の
基
準
は

平
成
27
年
に
議
会
に
説
明
し
た
上
で

設
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
議
会
全
体

と
し
て
基
準
変
更
の
意
見
が
多
数
で

あ
る
場
合
に
は
、
ご
教
示
い
た
だ
き

た
い
。

　
　
　
市
内
の
各
種
団
体
、
役
職
の

方
で
構
成
す
る
特
別
職
報
酬

等
審
議
会
で
、
今
回
の
報
酬
額
改
定

に
つ
い
て
反
対
の
意
見
が
な
か
っ
た

の
で
議
案
提
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

で
よ
い
か
。

　
　
　
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

答質答

自治体名 人口（人）
R7.4.1 時点

月額報酬額（円）
R8.4.1 時点

市長 議員

名 取 市 79,705 975,000 406,000

登 米 市 71,370 911,000 398,000

多賀城市 61,422 985,000 418,000

栗 原 市 59,938 969,000 401,000

気仙沼市 55,716 932,000 364,000

富 谷 市 52,411 836,000 366,000

塩 竈 市 51,533 989,000 409,000

人口が本市と同規模の
県内自治体との報酬額比較

12たがじょう市議会だより2026.5

議 論
ピックアップ 令和８年

第１回定例会
総務産業常任委員会質疑

●市長等の給料額及び議員等の報酬額の改定について
　・市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例
　・教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に関する条例の一部を改正する条例
　・議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例
＜概要＞
　人事院勧告に準拠した職員の給与改定を踏まえ、市長等（市長、副市長、教育長）の給料
額及び議員等（議長、副議長、委員長（議会運営委員会委員長、常任委員会委員長）、その他
議員）の報酬額について令和８年４月から以下のとおり改定するもの

区分 改定後（月額） 改定前（月額） 増減額

市 長 985,000 円 964,000 円 21,000 円

副 市 長 797,000 円 780,000 円 17,000 円

教 育 長 671,000 円 657,000 円 14,000 円

議 長 526,000 円 513,000 円 13,000 円

副 議 長 451,000 円 439,000 円 12,000 円

委 員 長 429,000 円 418,000 円 11,000 円

議 員 418,000 円 407,000 円 11,000 円



　
　
　
想
定
よ
り
躯く

体た
い

の
ひ
び
割
れ
が
多

く
、
増
工
と
の
こ
と
だ
が
原
因
は
。

　
　
　
本
校
舎
は
昭
和
53
年
３
月
に
建
て

ら
れ
た
も
の
で
、
老
朽
化
に
よ
る

ひ
び
割
れ
が
多
く
確
認
さ
れ
た
。

　
　
　
前
回
工
事
（
校
舎
東
側
）
の
状
況

か
ら
あ
る
程
度
予
測
で
き
な
か
っ

た
の
か
。

　
　
　
前
回
工
事
を
参
考
に
当
初
設
計
を

計
上
し
て
い
た
が
、
工
事
に
入
り
、

足
場
を
組
ん
で
間
近
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

想
定
よ
り
ひ
び
割
れ
が
多
く
確
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
内
部
に
お
い
て
も
黒
板
や
ロ
ッ

カ
ー
な
ど
を
撤
去
し
て
詳
細
調
査
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
相
当
数
の
損
傷
が
見
ら
れ
た
。

　
　
　
今
後
、
他
の
工
事
に
お
い
て
も
進

捗
に
伴
い
、
内
容
の
変
更
が
生
じ

る
こ
と
は
あ
る
か
。

ど
う
し
て
も
工
事
の
設
計
段
階
で

確
認
で
き
な
い
こ
と
は
あ
る
た
め
、

今
後
も
こ
う
い
っ
た
変
更
契
約
を
お
願
い

す
る
こ
と
は
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

●
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
（
山
王
小
学
校
）

質答質答質答

議論 の 足 跡
あし あと

あん なこと こん なこと

　
　
　
こ
れ
ま
で
市
営
住
宅
入
居
者
が
組

織
す
る
自
治
会
で
行
っ
て
い
た
共

用
部
分
及
び
共
同
施
設
の
維
持
管
理
に
対

し
て
、
市
も
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す

る
内
容
だ
が
、
自
治
会
は
ど
の
よ
う
な
手

続
き
を
行
う
必
要
が
あ
る
の
か
、
ま
た
、
そ

の
手
続
き
に
必
要
な
様
式
は
、
規
則
で
定

め
る
の
か
。入

居
者
か
ら
の
高
齢
化
や
家
庭
の

事
情
等
に
よ
り
自
治
会
の
担
い
手

が
見
つ
か
ら
ず
、
自
治
会
で
の
共
同
施
設
な

ど
の
維
持
管
理
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る

住
宅
も
あ
る
と
の
声
を
受
け
、
必
要
に
応
じ

て
市
も
そ
の
維
持
管
理
に
関
わ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
自
治
会
に

お
い
て
入
居
者
の
要
望
を
ま
と
め
て
も
ら
い

な
が
ら
、
市
の
関
わ
り
方
の
整
理
を
行
っ
て

い
く
よ
う
に
な
る
た
め
、
特
に
様
式
の
設
定

は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
各
段
階
で

市
と
協
議
し
、
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
　
そ
の
通
り
で
あ
る
。
ど
こ
ま
で
市

が
関
わ
る
の
か
話
し
合
い
を
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

　
　
　
市
が
共
益
費
を
徴
収
す
る
メ
リ
ッ

ト
は
。

　
　
　
入
居
者
の
徴
収
の
た
め
の
時
間
や

手
続
き
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
。

多
賀
城
市
営
住
宅
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

●
総
務
産
業
常
任
委
員
会

質答質答質答

ま
た
、
市
が
管
理
者
と
し
て
維
持
管
理
す

る
部
分
と
入
居
者
が
維
持
管
理
す
る
分
を

並
行
で
き
る
た
め
、
住
宅
の
維
持
管
理
の
適

切
性
が
上
が
っ
て
く
る
面
も
あ
る
。

　
　
　

市
が
共
益
費
を
徴
収
す
る
デ
メ

リ
ッ
ト
は
。

　
　
　
共
同
施
設
の
維
持
管
理
作
業
や
共

益
費
の
集
金
作
業
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

形
成
の
面
で
は
デ
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
か
も
と

の
声
も
あ
る
。

　
　
　
市
が
関
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合

は
、
宮
城
県
住
宅
供
給
公
社
へ
の

委
託
と
な
る
が
、
そ
の
費
用
は
ど
う
な
る
か
。

　
　
　
手
数
料
と
し
て
徴
収
す
る
共
益
費

に
含
ま
れ
る
形
と
な
る
。
入
居
者

と
は
、
こ
の
こ
と
も
踏
ま
え
話
し
合
い
し
て

い
く
。

　
　
　
自
治
会
や
入
居
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル

が
生
じ
た
り
し
な
い
よ
う
に
市
が

関
わ
る
こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
を
し
っ
か
り
と
提
示
し
な
が
ら
進
め
る
こ

と
が
大
事
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
市
側
だ
け
で
は
な
く
入
居
者
の
目

線
に
立
っ
て
お
互
い
の
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
を
共
有
し
、
誤
解
の
な
い
形
で

運
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

質答質答質答

質 答…質疑 …回答

　市議会では、市長の提出案件が市民の生活へどのように寄与するのか、
一つ一つ質疑を通して審議を深め、採決に臨みます。
　第１回定例会では、常任委員会および予算特別委員会において、市当
局との間で主に次のような質疑応答が行われました。

▲市営桜木住宅

13 たがじょう市議会だより 2026.5



議論 の 足 跡
あし あと

あん なこと こん なこと 質
答

…質疑

…回答

　
　
　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
棟
の
移
転
に
係
る

備
品
購
入
費
の
３
３
１
万
２
千
円

減
だ
が
、
当
初
予
定
し
て
い
た
備
品
購
入

は
さ
れ
た
の
か
。

　
　
　
減
額
の
理
由
は
、
当
初
予
算
で
は
、

参
考
見
積
や
カ
タ
ロ
グ
価
格
に
よ

る
予
算
計
上
だ
っ
た
が
、
一
般
競
争
入
札

に
よ
り
額
が
確
定
し
た
も
の
で
当
初
の
予

定
通
り
備
品
等
を
購
入
し
た
。

　
　
　
乳
幼
児
に
配
慮
し
て
木
育
等
を
意

識
し
、
木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
る

こ
と
で
五
感
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
大
事

だ
と
思
っ
て
い
る
が
、
購
入
し
た
備
品
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　
　
乳
幼
児
が
直
接
触
れ
る
よ
う
な
も

の
に
つ
い
て
は
、
森
林
環
境
譲
与

税
を
活
用
し
、
木
材
を
使
用
し
た
物
品
を

購
入
し
て
い
る
。
主
な
も
の
は
、
大
き
さ

と
仕
様
が
異
な
る
様
々
な
折
り
た
た
み

テ
ー
ブ
ル
と
キ
ッ
ズ
チ
ェ
ア
、
踏
み
台
用

の
ベ
ン
チ
と
ま
ま
ご
と
用
の
ち
ゃ
ぶ
台
、

大
工
セ
ッ
ト
等
の
お
も
ち
ゃ
類
で
あ
る
。

　
　
　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
棟
に
移
転
の
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
多
賀
城
市
の

妊
産
婦
及
び
子
供
と
保
護
者
の
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
拠
点
に
し

て
ほ
し
い
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

●
令
和
７
年
度
補
正
予
算

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営

事
業

質答質答質

　
　
　
３
月
中
に
発
注
す
る
が
、
照
明
器

具
が
品
薄
で
あ
る
こ
と
か
ら
６
月

ま
で
に
調
達
し
、
９
月
末
ま
で
の
完
了
を

予
定
し
て
い
る
。

　
　
　
工
事
期
間
中
の
歩
行
者
導
線
の
確

保
に
つ
い
て
。

　
　
　
工
事
事
業
者
決
定
後
の
調
整
と
な

る
が
、
歩
行
者
の
安
全
に
配
慮
し

た
上
で
工
事
期
間
も
通
行
可
能
と
し
た
い
。

　
　
　
利
用
が
想
定
を
上
回
り
増
額
と
の

こ
と
だ
が
、
そ
の
要
因
は
。

改
正
で
利
用
制
限
を
撤
廃
し
た
と

い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
改
正

内
容
と
し
て
は
一
度
の
乗
車
で
何
枚
で
も

券
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
、
使
い
勝
手

が
良
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、
窓
口
に
申
請

答質質答障
害
者
自
動
車
等
燃
料
費
・
福
祉

タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業

質質答

補
助
金
に
つ
い
て
、
５
，８
０
０
万
円
の

減
額
と
な
る
が
、
交
付
実
績
は
。

電
気
自
動
車
が
９
台
、
水
素
自
動

車
が
０
台
で
あ
る
。

　
　
　
広
報
方
法
は
。

広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
な
ど

市
が
有
す
る
ツ
ー
ル
を
活
用
し
、
周
知
を

行
っ
た
。
ま
た
、
市
内
の
自
動
車
販
売
店

に
、
チ
ラ
シ
配
布
等
の
案
内
を
行
っ
た
。

　
　
　
照
明
灯
が
故
障
し
て
い
る
国
府
多

賀
城
駅
北
側
連
絡
通
路
等
の

L
E
D
化
工
事
と
い
う
こ
と
だ
が
、
工

事
期
間
に
つ
い
て
。

答質答悠
久
ロ
マ
ン
回
廊
（
国
府
多
賀
城

駅
連
絡
通
路
）
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改

修
工
事

質質

　
　
　
温
か
い
雰
囲
気
で
内
装
の
色
合
い

も
柔
ら
か
い
色
に
配
慮
し
た
造
り

に
し
て
お
り
、
乳
幼
児
や
保
護
者
に
安
心

し
て
来
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
　
　
Ｅ
Ｖ
充
電
設
備
の
設
置
状
況
は
。

多
賀
城
市
役
所
西
側
駐
車
場
、
山

王
地
区
・
大
代
地
区
公
民
館
・
さ

ん
み
ら
い
多
賀
城
イ
ベ
ン
ト
プ
ラ
ザ
の
４

箇
所
に
設
置
し
た
。

　
　
　
設
置
費
用
や
取
扱
い
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
先
は
。

民
間
事
業
者
が
設
置
し
て
い
る
。

市
と
し
て
は
設
置
場
所
の
み
提
供

し
て
お
り
、
費
用
は
発
生
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
運
用
面
の
問
合
せ
先
も
民
間
事
業

者
と
な
っ
て
お
り
、
充
電
設
備
に
問
合
せ

先
な
ど
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
令
和
７
年
12
月
に
申
請
受
付
を
終

了
し
た
次
世
代
自
動
車
導
入
支
援

答ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
推
進
事
業

質答質答質

▲木育おもちゃ

▲市役所西側駐車場Ｅ V 充電設備

▲臨時の照明を設置している悠久ロマン回廊

14たがじょう市議会だより2026.5



議論 の 足 跡
あし あと

あん なこと こん なこと

　
　
　
令
和
８
年
度
の
こ
と
ば
の
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
は
。

現
在
は
多
賀
城
駅
、
史
都
中
央
通

り
線
、
国
府
多
賀
城
駅
、
南
門
周

辺
に
掲
出
し
て
い
る
が
、
加
え
て
さ
ま
ざ

ま
な
店
舗
、
公
共
施
設
等
を
調
整
し
て
い

る
。
よ
り
一
層
市
内
に
こ
と
ば
が
広
が
り
、

多
く
の
方
々
が
見
て
心
温
ま
る
こ
と
ば
文

化
が
出
来
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
こ

の
取
り
組
み
は
大
事
だ
と
思
う
。

令
和
７
年
度
は
何
件
程
度
の
こ
と
ば
が
集

ま
っ
た
か
。

　
　
　
１
０
２
件
の
応
募
が
あ
っ
た
。
継

続
的
に
行
っ
て
い
く
事
で
ど
ん
ど

ん
増
や
し
て
い
き
た
い
。
令
和
８
年
度
も

関
係
者
が
増
え
る
よ
う
な
、
関
わ
り
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ア
ワ
ー
ド
の
審
査

を
市
民
参
加
型
に
は
出
来
な
い
か
。

　
　
　
た
と
え
ば
多
賀
城
市
公
式
ラ
イ
ン

を
通
じ
て
投
票
が
出
来
る
か
検
討

し
て
み
た
い
。

　
　
　
若
者
の
育
成
と
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
企
業
協
賛
や
ス

ポ
ン
サ
ー
を
加
え
、
継
続
的
に
開
催
す
る

仕
組
み
は
考
え
て
い
る
か
。

協
賛
し
て
い
た
だ
く
仕
組
み
、
仕

掛
け
は
考
え
て
い
き
た
い
。
出
来

る
事
を
一
つ
一
つ
挑
戦
し
て
い
く
。

市
民
文
化
創
造
推
進
事
業

質答質答質答質答

に
来
る
利
用
者
に
改
正
内
容
の
説
明
を
し

続
け
て
き
た
こ
と
で
、
利
用
枚
数
の
増
加

に
繋
が
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　
利
用
者
そ
の
も
の
も
増
え
て
い
る

の
か
。

　
　
　
利
用
者
も
若
干
増
え
て
き
て
い
る
。

　
　
　
実
際
ど
の
く
ら
い
増
え
て
い
る
か
。

利
用
者
が
ど
れ
だ
け
い
る
か
は
把

握
で
き
な
い
が
、
配
布
し
て
い
る

枚
数
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
利

用
者
も
増
え
て
き
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。

　
　
　
現
在
の
市
長
公
用
車
は
ト
ヨ
タ
ク

ラ
ウ
ン
を
リ
ー
ス
し
て
い
る
が
、

リ
ー
ス
期
間
が
令
和
９
年
２
月
で
満
了
す

る
こ
と
か
ら
、
車
両
購
入
費
と
保
険
料
等

で
７
４
８
万
１
千
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

新
し
い
車
種
と
そ
の
理
由
に
つ
い
て
。

　
　
　
ト
ヨ
タ
の
ア
ル
フ
ァ
ー
ド
（
ミ
ド

ル
モ
デ
ル
）
の
よ
う
な
大
型
ミ
ニ

バ
ン
を
想
定
し
て
い
る
。
理
由
と
し
て
は
、

早
朝
や
夜
間
を
含
め
た
長
距
離
出
張
時
の

身
体
的
負
担
を
軽
減
で
き
る
ほ
か
、
広
い

車
内
空
間
で
パ
ソ
コ
ン
操
作
も
し
や
す
く

な
る
。
ま
た
、
大
人
数
で
の
移
動
も
効
率

的
に
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

質質答質質答●
令
和
８
年
度
予
算

市
長
公
用
車
購
入
事
業

質答

　
　
　
文
化
、
芸
術
が
多
賀
城
市
の
ま
ち

づ
く
り
に
与
え
る
影
響
、
意
義
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
多
賀
城
市
の
ま
ち
づ
く
り
は
不
易

流
行
を
基
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
は
文
化
財
に
新
し
い
文
化
芸
術
を
掛
け

合
わ
せ
た
事
業
を
行
政
主
導
で
行
っ
て
来

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
市
民
自
ら
が
創
造
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
文
化
を
育
ん
で
い
け

れ
ば
と
思
う
。

　
　
　
令
和
７
年
度
中
学
生
に
実
施
し
た

実
態
把
握
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
内

容
は
。

全
学
年
を
対
象
に
動
画
を
活
用

し
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て

の
認
識
を
深
め
た
後
、
記
名
式
に
よ
り
タ

ブ
レ
ッ
ト
に
て
実
施
。
設
問
内
容
は
、
家

族
の
世
話
や
家
事
の
内
容
、
頻
度
や
時
間
、

心
理
的
負
担
、
学
業
や
生
活
へ
の
影
響
な

ど
23
問
で
あ
る
。

　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
は
。

質答ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
事
業

質答質

　
　
　
こ
れ
ま
で
リ
ー
ス
だ
っ
た
が
、
購

入
と
す
る
理
由
は
。

　
　
　
市
長
車
は
ガ
レ
ー
ジ
で
保
管
し
、

か
つ
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
日
常
的
に

管
理
し
て
お
り
劣
化
を
抑
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
長
期
的
に
見
れ
ば
リ
ー
ス
料
を
支

払
う
よ
り
購
入
し
た
方
が
５
０
０
万
円
程

度
抑
え
ら
れ
る
と
試
算
を
し
て
い
る
。

　
　
　
新
し
い
公
用
車
は
ど
の
く
ら
い
使

用
す
る
予
定
か
。

15
年
以
上
は
使
用
し
た
い
。
年
間

１
万
２
千
キ
ロ
程
度
の
走
行
距
離

で
、
合
計
20
万
キ
ロ
近
く
の
走
行
距
離
を

想
定
し
て
い
る
。

質答質答

▲現在の市長公用車

▲�多賀城駅前に掲出していることば
のアートプロジェクト
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議論 の 足 跡
あし あと

あん なこと こん なこと 質
答

…質疑

…回答

　
　
　
対
象
者
が
、
１
，６
４
２
人
の
う

ち
、
１
，５
２
６
人
回
答
。
約

93
％
の
回
答
率
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
疑

い
が
強
い
順
に
Ａ
か
ら
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
、

そ
の
他
に
ラ
ン
ク
分
け
を
し
て
整
理
。
Ａ

か
ら
Ｄ
ラ
ン
ク
の
合
計
は
１
６
２
人
。
対

象
者
の
９
．８
％
だ
っ
た
。（
内
Ａ
ラ
ン
ク

は
56
人
で
対
象
者
の
３
．４
％
）。

　
　
　
１
６
２
名
に
対
し
て
は
ど
の
よ
う

な
対
応
を
し
た
の
か
。

　
　
　
学
校
を
通
じ
て
、
一
人
一
人
に
面

談
の
勧
奨
を
し
て
、
希
望
者
19
名

に
対
し
、
１
回
以
上
の
面
談
を
実
施
。
全

員
に
県
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
オ
ン
ラ
イ
ン

サ
ロ
ン
等
を
紹
介
し
た
。

　
　
　
面
談
の
実
施
の
状
況
と
対
応
に
つ

い
て
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
合
わ
せ
て
ア

セ
ス
メ
ン
ト
を
行
い
、
本
人
の
意

思
を
確
認
し
な
が
ら
相
談
先
の
情
報
や

サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
。
相
談
支
援
で
は
本
人

の
気
持
ち
を
尊
重
す
る
こ
と
を
原
則
と
し

て
お
り
、
面
談
を
実
施
し
て
本
人
に
寄
り

添
う
支
援
と
な
っ
た
。
面
談
及
び
調
査
で

は
確
認
で
き
な
か
っ
た
中
に
該
当
者
が
い

る
か
も
し
れ
な
い
と
も
考
え
て
い
る
。

　
　
　
令
和
８
年
度
は
ど
の
よ
う
に
展
開

し
て
い
く
の
か
。

市
内
小
学
校
の
５
、６
年
生
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
と
希
望
者
へ
の
面

談
を
実
施
す
る
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援

と
い
う
切
り
口
か
ら
、
複
合
的
な
課
題
を

抱
え
た
子
ど
も
に
対
し
、
学
校
以
外
に
も

答質答質答質答

　
　
　
７
，５
６
４
万
６
千
円
の
内
容
は
。

　
　
　
既
設
樋
門
の
耐
力
度
調
査
に
基
づ

く
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
の
詳
細
設
計

費
用
で
あ
る
。

　
　
　
堤
防
嵩か

さ

上
げ
・
河
川
拡
幅
・
ポ
ン

プ
場
新
設
な
ど
流
下
能
力
対
策
で

は
な
く
、
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
設
置
や
浚し

ゅ
ん

渫せ
つ

を
優
先
す
る
理
由
は
。

　
　
　
令
和
元
年
の
台
風
19
号
時
の
溢い

っ

水す
い

原
因
が
砂
押
川
か
ら
の
バ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
タ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
、
短
期
的
効

果
、
費
用
対
効
果
の
面
か
ら
優
先
す
る
。

大
規
模
な
流
下
能
力
対
策
は
、
総
事
業
費

数
十
億
か
ら
数
百
億
と
な
る
可
能
性
が
あ

り
、
期
間
を
要
す
る
。

　
　
　
い
ず
れ
は
、
大
規
模
な
流
下
能
力

対
策
を
実
施
す
る
と
い
う
こ
と
か
。

原
谷
地
川
改
修
事
業

質答質答質

基
準
は
。

　
　
　
国
の
基
準
通
り
、
利
用
時
間
は
月

10
時
間
ま
で
と
す
る
。
利
用
料
に

つ
い
て
は
、
国
が
示
す
標
準
単
価
で
あ
る

１
時
間
当
た
り
３
０
０
円
を
基
準
に
各
事

業
者
が
決
め
る
た
め
、
必
ず
し
も
こ
の
金

額
で
は
な
い
事
業
者
も
あ
る
。

　
　
　
非
課
税
世
帯
、
生
活
保
護
世
帯
に

関
し
て
の
利
用
料
は
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
。

生
活
保
護
受
給
世
帯
は
１
時
間
当

た
り
３
０
０
円
、
非
課
税
世
帯
等

は
１
時
間
当
た
り
２
０
０
円
の
利
用
料
軽

減
が
受
け
ら
れ
る
。

　
　
　
令
和
８
年
度
開
始
予
定
の
事
業
者

は
、
民
間
の
６
事
業
者
と
の
こ
と

だ
が
、
公
立
保
育
所
で
は
実
施
し
な
い
の

か
。

公
立
保
育
所
で
の
実
施
に
つ
い
て

も 

検
討
を
進
め
て
い
た
が
、
予

想
よ
り
も
多
く
の
民
間
事
業
者
で
実
施
す

る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
今
後
の
需
要
と

供
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
　
　
一
時
預
か
り
事
業
と
の
違
い
な
ど
、

利
用
者
へ
の
制
度
の
周
知
は
。

　
　
　
一
時
預
か
り
事
業
は
、
保
護
者
支

援
を
目
的
と
し
て
お
子
さ
ん
を
預

か
る
事
業
だ
が
、
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
は
、
集
団
生
活
で
の
経
験
等
を
通
じ
て
、

こ
ど
も
の
育
ち
を
支
援
す
る
こ
と
を
主
旨

と
し
て
い
る
。
制
度
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、

丁
寧
に
周
知
を
し
て
い
き
た
い
。

答質答質答質答

相
談
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
知
ら
せ
て
い

き
た
い
。

　
　
　
令
和
８
年
度
か
ら
25
歳
か
ら
39
歳

ま
で
の
若
年
者
を
健
診
の
対
象
に

追
加
し
た
が
そ
の
背
景
目
的
は
。

　
　
　
生
活
習
慣
病
の
若
年
化
が
進
み
、

自
分
の
健
康
を
自
分
で
見
つ
め
て

も
ら
う
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、
本
市

で
令
和
６
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
歯
周

病
検
診
と
併
せ
て
、
若
年
向
け
に
実
施
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　
実
施
内
容
に
つ
い
て
。

職
場
等
で
受
診
機
会
が
な
い
方
を

対
象
に
特
定
健
診
と
同
様
の
診
断

項
目
を
集
団
健
診
で
実
施
し
た
い
。
自
己

負
担
額
は
２
，５
０
０
円
と
し
た
い
。

　
　
　
受
診
率
の
目
標
と
周
知
方
法
に
つ

い
て
。

　
　
　
他
自
治
体
を
参
考
に
、
25
歳
か
ら

39
歳
ま
で
の
市
民
の
５
％
を
受
診

率
の
目
標
と
し
た
い
。
受
診
い
た
だ
け
る

よ
う
４
月
の
市
広
報
誌
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
周
知
す
る
。

　
　
　
国
が
示
す
こ
の
制
度
の
利
用
に
つ

い
て
は
月
10
時
間
ま
で
、
利
用
料

は
１
時
間
３
０
０
円
で
あ
る
が
、
本
市
の

健
康
診
査
事
業

質答質答質答こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

質

▲保育士と幼児
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議論 の 足 跡
あし あと

あん なこと こん なこと

す
る
方
に
は
移
転
支
援
等
を
行
う
。

　
　
　
第
２
期
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

と
は
。

　
　
　
ネ
ク
ス
ト
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
と
呼
ば
れ
て

お
り
、
フ
ァ
ー
ス
ト
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
で

整
備
し
た
学
校
I
C
T
環
境
の
更
新
と
活

用
の
本
格
化
を
進
め
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

第
1
期
で
整
備
し
た
端
末
が
５
年
の
耐
用

年
数
を
迎
え
る
た
め
、
1
台
当
た
り
５
．

５
万
円
を
上
限
に
費
用
の
３
分
の
２
が
補

助
さ
れ
る
。
ま
た
、
活
用
が
進
む
こ
と
で

授
業
や
一
斉
テ
ス
ト
の
実
施
に
支
障
が
出

な
い
よ
う
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
更

新
費
用
も
国
の
補
助
の
も
と
進
め
て
い
く

も
の
で
あ
る
。

　
　
　
端
末
費
用
及
び
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

整
備
に
関
す
る
初
年
度
の
費
用
は

い
く
ら
か
。

　
　
　
児
童
生
徒
の
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト

費
約
５
億
４
千
万
円
、
教
師
用
タ

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
整
備
事
業

質答質答

　
　
　
高
崎
住
宅
、
紅
葉
山
住
宅
、
浮
島

住
宅
の
そ
れ
ぞ
れ
の
建
築
経
過
年

数
は
ど
の
位
か
。

高
崎
住
宅
が
44
年
、
紅
葉
山
住
宅

が
38
年
、
浮
島
住
宅
が
36
年
で
あ

る
。

　
　
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
耐
用

年
数
は
70
年
で
あ
る
。
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
適
切
に
行
う
こ
と
で
1
0
0
年
以

上
持
つ
可
能
性
が
あ
る
。
な
ぜ
用
途
廃
止

す
る
の
か
。

躯く

体た
い

は
耐
え
ら
れ
て
も
、
電
気
設

備
や
給
排
水
設
備
、
屋
根
な
ど
の

耐
用
年
数
は
短
い
た
め
、
総
合
的
に
考
え

て
維
持
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
、こ
の
３
つ
の
住
宅
は
、バ
リ
ア
フ
リ
ー

対
策
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
装
置
な
ど
に
相
当

大
き
な
投
資
が
必
要
と
な
る
。
社
会
の
動

向
を
見
極
め
、
建
物
を
改
修
し
て
維
持
管

理
す
る
も
の
と
用
途
廃
止
す
る
も
の
と
に

分
け
て
適
正
に
管
理
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
市
営
住
宅
は
市
民
の
財
産
で
あ
る
。

用
途
廃
止
で
は
な
く
、
適
正
に
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
て
存
続
さ
せ
る
べ
き
で

な
い
か
。将

来
に
渡
り
持
続
可
能
な
市
営
住

宅
運
営
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

　
　
　
高
崎
住
宅
の
今
後
の
予
定
に
つ
い

て
伺
う
。

令
和
７
年
度
末
に
説
明
会
、
令
和

８
年
度
に
、
個
別
相
談
会
、
住
み

替
え
先
の
内
覧
会
、
そ
し
て
移
転
を
希
望

質答質答質答質答

　
　
　
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
設
置
と
浚
渫
の

効
果
を
検
証
し
た
上
で
判
断
す
る
。

　
　
　
流
域
の
約
８
割
が
利
府
町
で
あ
り
、

利
府
町
で
は
大
規
模
な
宅
地
開
発

も
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
維
持
管

理
費
用
な
ど
流
域
自
治
体
と
協
議
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　
　
　
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
受
益
者

負
担
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

現
在
も
協
議
を
行
っ
て
お
り
、
お
互
い
の

ま
ち
の
安
全
確
保
の
た
め
に
引
き
続
き
協

議
を
進
め
る
。

　
　
　
新
規
事
業 (

仮
称)

多
賀
城
市
浸

水
被
害
軽
減
支
援
事
業
と
し
て
、

止
水
板
設
置
や
室
外
機
の
基
礎
嵩か

さ

上
げ
等

に
対
し
て
補
助
金
交
付
を
行
う
経
緯
は
。

　
　
　
昨
今
の
想
定
を
超
え
る
大
雨
発
生

状
況
を
鑑か

ん
が

み
、
河
川
・
下
水
道
事

業
を
行
っ
て
も
溢
水
・
氾
濫
の
可
能
性
は

拭
え
な
い
た
め
、
過
去
の
浸
水
履
歴
を
調

答質答総
合
治
水
対
策
事
業

質答

査
し
、
局
所
で
行
え
る
対
策
と
し
て
本
事

業
を
展
開
す
る
。

　
　
　
予
算
額
３
０
０
万
円
で
、
想
定
が

６
件
。
補
助
交
付
要
件
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
対
象
経
費
の
上
限
額
を
１
０
０
万

円
と
設
定
し
、
２
分
の
１
を
補
助

す
る
。

　
　
　
安
価
な
止
水
板
も
あ
る
。
室
外
機

の
基
礎
嵩
上
げ
に
つ
い
て
も
、
必

要
部
材
は
商
品
と
し
て
安
価
で
販
売
さ
れ

て
い
る
が
、
対
象
と
な
る
の
か
。

　
　
　
対
象
と
な
る
。
件
数
は
６
件
の
計

上
だ
が
、
結
果
的
に
交
付
件
数
は

６
件
以
上
と
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。
な

お
、
ど
の
程
度
の
対
策
が
必
要
か
は
、
立

地
等
個
別
事
情
に
応
じ
て
技
術
的
助
言
を

行
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
想
定
し
て
い

る
。

　
　
　
対
象
は
。

　
　
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
浸
水
区
域
内

の
建
物
所
有
者
と
な
り
、
借
家
人

や
企
業
は
含
ま
れ
な
い
。

　
　
　
4
つ
の
用
途
廃
止
住
宅
と
は
ど
こ

か
。

既
に
用
途
廃
止
に
な
っ
た
大
代
住

宅
に
加
え
、
今
後
実
施
す
る
高
崎

住
宅
、
紅
葉
山
住
宅
、
浮
島
住
宅
の
計
４

つ
で
あ
る
。

質答質答質答公
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
改
善

事
業

質答

▲市営高崎住宅

▲原谷地川の既設樋門
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議論 の 足 跡
あし あと

あん なこと こん なこと 質
答

…質疑

…回答

　
　
　
令
和
８
年
度
は
小
・
中
学
校
合
わ

せ
て
３
名
を
任
用
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
業
務
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　
　
既
存
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
と
一
緒
に

活
動
を
行
う
。
地
域
お
こ
し
協
力

隊
は
有
資
格
者
で
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
、

既
存
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
と
連
携
し
な
が
ら

活
動
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
令
和
８
年
度
の
検
討
協
議
会
の
内

容
は
。

受
け
皿
と
な
る
地
域
活
動
の
一
覧

（
居
場
所
一
覧
）
に
関
す
る
掲
載

内
容
を
ま
と
め
る
こ
と
や
、
土
日
も
継
続

し
て
活
動
し
た
い
と
い
っ
た
学
校
に
対
し

て
、
費
用
や
施
設
の
利
用
を
ど
の
よ
う
に

調
整
す
る
か
を
検
討
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
。

　
　
　
受
け
皿
と
な
る
地
域
活
動
の
団
体

と
は
。

ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
社
会
教
育
団
体
、

芸
術
文
化
協
会
の
団
体
、
市
民
活

動
団
体
、
サ
ー
ク
ル
活
動
団
体
な
ど
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
お
り
、
受
け
皿
と

な
っ
て
い
た
だ
け
る
可
能
性
に
つ
い
て
、

聞
き
取
り
し
て
い
る
。
本
市
の
中
学
生
が

多
様
な
選
択
が
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い

き
た
い
。

　
　
　
令
和
８
年
度
の
取
り
組
み
と
し
て
、

基
本
計
画
の
策
定
と
個
別
計
画
の

答質答部
活
動
地
域
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業

質答質答質

ブ
レ
ッ
ト
費
約
１
億
３
千
万
円
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
更
新
等
な
ど
で
約
３
億
７
千
万

円
で
あ
る
。

　
　
　
今
回
の
端
末
は
何
年
間
の
利
用
を

想
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
５
年
間
の
利
用
を
想
定
し
て
い
る
。

　
　
　
今
回
は
リ
ー
ス
で
は
な
く
購
入
と

の
こ
と
だ
が
理
由
と
財
政
的
メ

リ
ッ
ト
は
。

　
　
　
５
年
間
の
総
額
で
み
る
と
購
入
の

方
が
２
億
８
千
万
円
程
抑
え
ら
れ

る
。
予
備
機
の
購
入
に
も
15
％
を
上
限
に

補
助
の
対
象
と
な
る
こ
と
と
、
補
助
対
象

外
経
費
（
購
入
費
用
の
３
分
の
１
）
に
対

し
て
も
デ
ジ
タ
ル
活
用
推
進
事
業
債
と
い

う
充
当
率
90
％
の
も
の
が
活
用
で
き
る
。

リ
ー
ス
の
金
利
と
比
較
し
て
も
安
く
抑
え

ら
れ
る
。

　
　
　
購
入
予
定
の
端
末
の
仕
様
は
。

　
　
　
宮
城
県
の
共
同
調
達
部
会
で
整
理

し
て
お
り
、
詳
細
は
固
ま
っ
て
い

な
い
。

　
　
　
現
在
の
機
種
は
ヒ
ン
ジ
部
分
で
故

障
が
多
か
っ
た
が
、
共
同
調
達
部

会
で
そ
う
い
っ
た
認
識
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
認
識
し
て
い
る
。
本
市
で
も
要
望

を
伝
え
て
お
り
、
各
市
町
村
か
ら

も
丈
夫
な
も
の
と
い
う
要
望
が
出
て
い
る
。

　
　
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
と
し
て
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
任
用
と
あ
る
が
何
名

任
用
す
る
の
か
。

質答質答質答質答質

　
　
　
保
存
活
用
計
画
策
定
は
令
和
７
年

度
末
で
あ
っ
た
が
遅
れ
て
い
る
要

因
は
。

政
庁
南
大
路
と
南
門
の
一
体
的
整

備
に
伴
う
影
響
軽
減
を
図
る
協
議

と
古
代
米
栽
培
の
体
験
学
習
地
区
周
辺
を

整
備
す
る
協
議
に
時
間
を
要
し
て
い
る
た

め
で
あ
る
。

　
　
　
保
存
活
用
計
画
は
い
つ
頃
で
き
る

の
か
。

令
和
８
年
９
月
の
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
県
が
策
定
す
る
特
別
史
跡
多
賀
城

跡
附
寺
跡
整
備
基
本
計
画
は
い
つ

で
き
る
の
か
。

市
の
保
存
活
用
計
画
が
出
来
上
が

り
次
第
、
県
に
お
い
て
策
定
さ
れ

る
。

　
　
　
保
存
活
用
計
画
で
の
、
保
存
、
維

持
管
理
面
の
考
え
方
は
。

　
　
　
行
政
と
地
域
が
手
を
た
ず
さ
え
な

が
ら
保
存
、
維
持
管
理
を
図
っ
て

行
き
た
い
。
史
跡
を
確
実
に
保
存
し
な
が

ら
観
光
資
源
に
活
用
し
観
光
人
口
の
拡
大

に
繋
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、

年
々
整
備
す
る
箇
所
や
公
有
化
面
積
が
増

加
し
て
い
る
。
一
般
財
源
で
賄
っ
て
い
る

状
況
で
あ
り
安
定
し
た
財
源
が
必
要
で
あ

る
。

　
　
　
築
地
塀
、
政
庁
南
大
路
と
南
門
の

一
体
的
整
備
、
館
前
遺
跡
、
政
庁

特
別
史
跡
多
賀
城
跡
附
寺
跡
保
存

活
用
計
画

質答質答質答質答質

策
定
と
あ
る
が
、
計
画
に
は
、
様
々
な
課

題
な
ど
が
網も

う

羅ら

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
よ

い
か
。「

地
域
ク
ラ
ブ
と
部
活
動
の
両
方

に
属
し
て
い
る
場
合
の
大
会
の
エ

ン
ト
リ
ー
に
つ
い
て
」、「
居
場
所
一
覧
の

掲
載
要
件
に
つ
い
て
」
な
ど
の
諸
課
題
を

検
討
協
議
会
の
中
で
議
論
し
、
掲
載
す
る
。

　
　
　

調
査
段
階
で
の
多
賀
城
市
民
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
の
連
携
状
況
は
。

　
　
　
検
討
協
議
会
の
委
員
と
し
て
も
参

加
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
や
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
事
務

局
も
兼
ね
て
い
る
た
め
、
研
修
会
の
開
催

や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
な
ど
の
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
る
。

　
　
　
今
後
も
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
情
報

収
集
を
行
う
予
定
は
あ
る
か
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
情
報
を
載
せ
て
お
り
、
意
見

が
あ
っ
た
ら
頂
戴
し
た
い
。
ま
た
、
学
校

を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
の
意
見
を
聞
く
機

会
も
設
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答質答質答

▲中総体の様子
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議論 の 足 跡
あし あと

あん なこと こん なこと

　
　
　
東
京
大
学
先
端
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
て
行
う
オ
ー
ラ
ル

フ
レ
イ
ル
予
防
の
取
り
組
み
と
は
ど
ん
な

も
の
か
。

　
　
　
Ｖ
Ｒ
機
器
を
活
用
し
て
、
吹
き
矢

の
行
動
を
す
る
こ
と
で
、
口
腔
の

健
康
を
維
持
す
る
事
業
で
あ
る
。

　
　
　
Ｖ
Ｒ
機
器
と
は
ど
ん
な
も
の
か
。

　
　
　

 

仮
想
空
間
上
の
映
像
を
見
る
た

め
の
大
き
な
メ
ガ
ネ
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。

　
　
　
介
護
予
防
に
ど
ん
な
効
果
が
期
待

で
き
る
の
か
。

　
　
　
話
す
こ
と
、
か
む
こ
と
の
機
能
の

維
持
や
向
上
を
図
り
た
い
。

　
　
　
講
座
は
年
間
何
回
を
予
定
し
て
い

る
の
か
。

　
　
　
令
和
８
年
度
は
３
回
く
ら
い
を
予

定
し
て
い
る
。
今
後
、
多
賀
モ
リ

会
や
リ
ハ
ビ
リ
協
会
も
具
体
的
な
内
容
を

決
め
て
い
く
。

　
　
　
事
業
費
は
い
く
ら
か
。
ま
た
内
訳

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
お
よ
そ
40
万
円
で
あ
る
。
Ｖ
Ｒ
の

機
器
は
研
究
セ
ン
タ
ー
の
も
の
を

使
用
す
る
。
実
施
す
る
た
め
の
旅
費
や
事

務
費
に
な
る
。

　
　
　
今
後
何
年
間
事
業
に
取
り
組
む
の

か
。

　
　
　

 

２
年
間
の
予
定
で
あ
る
。

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
予
防

質答質答質答答質答答質答答質答答

北
端
部
整
備
の
状
況
は
。

　
　
　

 

着
手
出
来
な
い
状
況
に
あ
る
。
事

業
を
進
め
る
に
は
多
額
の
費
用
、

維
持
管
理
、
住
民
生
活
と
の
調
和
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
面
で
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

実
施
す
る
に
は
相
応
の
時
間
を
要
す
る
。

　
　
　
活
用
上
の
課
題
は
。

　
　
　
全
国
的
に
も
整
備
、
活
用
が
進
ん

で
い
る
史
跡
で
あ
る
。
見
学
者
も

増
加
し
て
い
る
が
、
こ
の
賑
わ
い
が
一
過

性
の
も
の
と
な
ら
ず
継
続
し
て
い
く
よ
う

県
も
含
め
た
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

地
域
資
源
と
し
て
活
用
す
る
手
段
及
び
施

策
の
構
築
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

答質答

▲多賀城南門とオルレの様子
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活動状況のお知らせ
（令和 8 年 1 月～ 3 月）● 1 月

● 2 月

● 3 月

・　８日　広報特別委員会、
　　　　  多賀城市議会ハラスメント防止条例等策定委員会
・１３日　広報特別委員会
・１４日　全員協議会
・１５日　全員協議会
・１６日　広報特別委員会
・２０日　多賀城市議会ハラスメント防止条例等策定委員会
・２１日　議会運営委員会
・２８日　議会運営委員会、広報特別委員会

・　３日～３月６日　第１回市議会定例会
・　６日　議会運営委員会
・１２日　多賀城市議会ハラスメント防止条例等策定委員会
・１７日　広報特別委員会
・２４日　広報特別委員会

・　３日　議会運営委員会
・　５日　広報特別委員会
・　９日　多賀城市議会ハラスメント防止条例等策定委員会
・１６日　全員協議会
・１９日　議会運営委員会、
　　　　  多賀城市議会ハラスメント防止条例等策定委員会
・２５日　広報特別委員会
・３１日　広報特別委員会

令和8年第2回定例会開催のお知らせ

次回の定例会は、

6月上旬から
� 開催の予定です。
●正式な日程は、決まり次第、広報多賀城・
市ホームページでお知らせします。

●定例会本会議、予算・決算特別委員会、
常任委員会（定例会会期中の開催）は、
You Tube でもご覧いただけます。

●市議会会議録は、市ホームページでも
ご覧いただけます。

スマートフォンで
議会中継をご覧に
なりたい方のアク
セスはこちらから

市議会に
おける
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今月の表紙

編
集
後
記

市内公共施設の指定管理者の皆さんをシリーズで紹介します。
　
　初回となる今回は多賀城市立図書館の指定管理者であるカルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社です。
★主な業務内容  

図書館窓口業務、資料収集、図書館分室（山王分室、大代分室）
学校図書館・移動図書館運営、図書館行事

★運営で大切にしていること
　●�市の文化交流拠点の中核として多くの方に来ていただけるように、居心地

がよく、いろいろな目的で利用できる空間を目指している。

★工夫している点 
●�スタッフが巡回の中で温度、照明、お客さんの様子等をきめ細かにチェッ

クするほか、清掃も業者任せにせず、スタッフも担当することで、心地よ
い空間を維持している。

●�時間ごとに個々のスタッフがやるべき業務内容を細分化し、きめ細かな接
客等につなげている。

★市民の皆さんへ　
●平成 28 年３月に開館してから、10 年が経過し、約 1,133 万人に来館いただいた。
　利用者の皆さんの言葉がやりがいになっている。市民の皆さんのご期待に沿えるよう、
　今後も運営をしていきたい。

　
2
月
3
日
か
ら
の
第
1
回
定
例
会
は
、
32
日
間
の

会
期
と
な
り
ま
し
た
。

　
議
員
控
室
の
テ
レ
ビ
か
ら
流
れ
る
昼
の
ニ
ュ
ー
ス

は
、
会
期
当
初
に
は
衆
議
院
の
解
散
・
総
選
挙
、
そ

の
後
、ミ
ラ
ノ・コ
ル
テ
ィ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
大
雪

に
な
り
、後
半
に
は
ア
メ
リ
カ・イ
ス
ラ
エ
ル
と
イ
ラ

ン
を
め
ぐ
る
情
勢
で
し
た
。
約
１
ヶ
月
の
間
に
、
日

本
や
世
界
の
政
況
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
会
期
中
に
広
報
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
ま
す
。
そ

こ
で
、
議
会
だ
よ
り
の
記
事
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や
内
容
、

各
担
当
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。
割
り
当
て
が
決

ま
れ
ば
、
議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
質
疑
を

聞
い
て
、
記
事
の
作
成
を
し
ま
す
。
お
よ
そ
２
ヶ
月

間
、
何
度
も
会
議
を
重
ね
て
完
成
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
話
し
合
い
で
も
の
ご
と
を
解
決
す
る
努
力
を
人
間

は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
ど

ん
な
に
時
代
が
変
わ
り
、
科
学
技
術
が
進
ん
で
も
、

人
同
士
、
国
家
間
で
あ
っ
て
も
同
じ
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
議
会
を
振
り
返
り
、
あ
ら
た
め
て
そ
ん

な
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。�

（
伊
藤
　
真
弓
）

委 

員 

長
　
佐
藤
　
雅
博

副
委
員
長
　
齋
藤
　
裕
子

委
　
　
員
　
伊
藤
　
真
弓

委
　
　
員
　
池
田
　
　
純

委
　
　
員
　
大
内
　
裕
太

委
　
　
員
　
大
場
　
和
晃

広報特別委員会

　指定管理者の指定は議会で議決していることもあり、今回から指定管理者にフォーカスを当て、民間な
らではの運営ノウハウや運営への想い等について、インタビューしていきます。３月で開館１０周年を迎
えた多賀城市立図書館。高いプロ意識をもった運営により、市内外から多くの利用者が来館し、多賀城の
玄関口としてのブランド向上に大いに貢献いただいていることを再認識できました。
� ( レポーター　池田　純 )

〈施設基本データ〉
施設名：多賀城市立図書館　※本館
開館時間：午前９時～午後９時３０分（年中無休）
令和７年度来館者数：９２２，６７５人／スタッフ数：５２名
令和７年度指定管理料：２億８，７７８万６千円

▲�返却口の本を確認
する様子

▲図書館 10 周年記念イベント

▲インタビューの様子

20たがじょう市議会だより2026.5


